









【コラム6】 食 といのち と生活
一つなが りが見えて くること一
安川由貴子(京都聖母女学院短期大学)
私たちが 日々感 じてい る 「おい しさ」は、 どこか らくるので しょうか。京都府相楽郡南
山城村野殿 ・童仙房地域 と京都大学大学院教育学研究科 との協働の学びの空間創 りの中で、
「食」 を通 じて、知 り、考え、味わい、感 じる機会が多 くあ りま した。 味覚はもちろん、
視覚や嗅覚によってもおい しさは変化 します。しか し、それだけで しょうか。「味覚 と他の
感覚を重ねあわす」、「『耳を澄ます料理』を味わ う!」、「ローカル な料理を創作す る」、「季
節の味を楽 しも う!」 をテーマに した 「授業」が行なわれま した。例 えば、土鍋でご飯 を
炊 くときの湯気の 「匂い」や沸騰 している 「音」か ら炊 け具合を知るとい う、素材 と丁寧
に関わる過程 が、味わい深 さを生みだ していることに気づきま した。そ して、「素材」の味
や 「旬」のおい しさ、「新鮮 さ」を生かす中で、触感や食感、味の違いを、身体や五感 を通
して実感 しま した。また、料理 を作る際に耳を澄 ま してみると、重な り合 う音や匂いか ら、
出来上が りっっある料理を想像す るだけでな く、子 どもの頃や過去の思い出が蘇って くる
こともあ りま した。実際に味わ う中で、料理を してくれた人や丹精を込めて作 って くれた
生産者の人に想いを馳せ ることもあ ります。このよ うに、「味わ う」とい うことは とても 「総
合的」なものであ り、様々な要素がつなが り融合 されてい くとき、「おい しさ」も一層増 し
てい くのではないでしょうか。
また、いのちをいただいて生きてい ることにっいて、野殿 ・童仙房地域のある猟師 さん
から次のよ うなお話を うかが うことができま した。「動物を食べ るのは、生 きてい くための
手段 としてです。残 した り、もったいないことをした りしたら、逆にかわいそ うです。か
わいそ うの考え方 が違います。動物はたまたま血が出た りす るため、畑で野菜 を作 って食
べ ることのよ うにはいきません。 けれ ども、それに背を向けずに正面か らぶつか り、 こう
い うことがあるか ら、われわれは生きていけるのだとい うことを教えてあげるの も教育で
す。 このよ うな教育は、学校の中ではできにくいで しょう。生活密着型 でなければできま
せん。先生が授業の中で行 な うのと、われわれが生活圏のなかで行な うのとは違 うのです」、
と。「かわいそ う」の考 え方の違い、生活圏の中で学ぶ ことの意味は、スーパーマーケ ッ ト
で食料品を購入す るとい う都市型のライフスタイルではなかなか学ぶ ことができないので
はないか と思います。
このように、「食べ ること」、「生 きること」、「学ぶ こと」がつながってお り、これ らの学
びがその 「周辺」や 「切 り離 されたもの」ではない ことを実感 しま した。学ぶ空間も時間
も多様であ り、学校だけが学びの場ではない こともあ らためて教 えてくれます。他方、地
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域に関わる中で農業の置かれてい る現実を知 り、私たちの消費生活や食糧輸入 との関連な
ど、地域や農業 とい う枠を超 えたより大きな コンテ クス トへの気づきももた らされていま
す。私たちはこのよ うな状況を、「対象」として とらえるのではな く、そのコンテクス トを
つ くっている一人 でもあると自覚 しなが ら、関わっていく必要があるのではないで しょう
か。野殿 ・童仙房 での活動 を通 じて、沢山の新たな出会い と発見があ りま した。一人ひ と
りの、そ してひ とつひ とつのローカルな知が、交 じりあい、重な りあい、交換 しあい、深
めあいながら、新 たな知 として これか らも生成 してい くことを願っています。
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